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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

私たちが着ているもの、食べているもの、住んでいる建物がどんな物質からできているのか知ってい

ますか？ 化学基礎では、日常生活や社会との関連を図りながら、物質の構造や性質、化学変化などの

化学の基本的な概念や原理・法則を学びます。また、観察・実験などを通して科学的に探究する能力と

態度を身につけ、科学的な見方や考え方ができるようになることを目指します。 

 

２ 学習の到達目標 

１．身の回りの物質や現象について関心をもち、科学的に探究する能力および自ら課題に取り組もうと

する意欲や態度を身につける。 

２．化学の基本概念や原理・法則を具体的な物質の性質や反応と結び付けて理解し、活用する能力を身

に付ける。 

３．現代社会における化学の役割や必要性を理解し、環境に配慮した上で、健康で安全な生活を送るた

めに自分たちができることを考える。 

４．実験の過程や結果を的確に記録し整理する力を身につける。また、正しい手順で安全に配慮し実験

を行うこと、時間、ルールを守ることを学び、公正・協力・責任などの社会的態度を身につける。 

５．新聞、書籍、インターネットなどの資料から自分の知りたい情報を集められるようになる。また、

調べ学習や発表などを通して、学んだことをわかりやすく、正確に人に伝えられる力を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との関

連を図りながら物質や

化学現象の関係に関心

をもち、意欲的に探究

しようとするととも

に、科学的な見方や考

え方を身に付けてい

る。 

物質の有効性や危険

性、環境に与える影響

などから問題を見いだ

し、探究する課程を通

して、事象を科学的に

考察し、導き出した考

えを適切に表現してい

る。 

身の回りの物質や現象

に関する観察、実験など

を行い、基本操作を習得

するとともに、それらの

過程や結果を的確に記

録、整理し、自然の事

物・現象を科学的に探究

する技能を身に付けて

いる。 

物質の性質や化学

現象について、基本

的な概念や原理・原

則を理解し、知識を

身に付けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

探究活動の記録、発表 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な 評価の観

点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

１
学
期 

 

物
質
の
構
成
と
化
学
結
合 

化
学
結
合 

化学と人間生活 ○    a:身の回りにある物質の性質や、蒸発、凝固 

などの現象に興味、関心をもち、意欲的に探 

求しようとする。 

b:物質を構成している粒子の違いや化学結合 

の違いによって表れる物質の性質を考察し、 

導き出した考えを表現している。 

c:混合物の分離などの実験を行い、化学実験 

の基本操作を習得するとともに、それらの過 

程や結果を的確に記録、整理している。 

d:物理変化と化学変化の違いおよび、物質の 

構造や性質に関する基本的な概念を理解し、 

知識を身に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノー ト ・ ワ

ークシート 

観察・実験 

定期考査 

純物質と混合物   ○  

物質の構成  ○   

物質の三態と熱運動 ○    

物質の構成粒子    ○ 

粒子の結合    ○ 

２
学
期 

物
質
の
変
化 

物質量 ○    a:化学反応の量的関係に関心をもち、その関 

係を意欲的に探求しようとする。 

b:原子量、分子量、式量と物質量および化学 

反応式を理解し、化学変化の量的関係を物質 

量と関連付けて考察できる。 

c:気体の分子量測定や化学変化の量的関係 

を調べる実験を行い、表やグラフから物質の 

性質を分析できる能力を身につける。また、 

正確に溶液の濃度を調整する技術を習得し 

ている。 

d:化学反応の量的関係について理解し、知識 

を身に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノー ト ・ ワ

ークシート 

観察・実験 

定期考査 

化学反応式    ○ 

化学変化の量的関係  ○   

溶液の濃度   ○  

酸
と
塩
基 

酸・塩基 

 

○    a:酸、塩基や中和反応に関心をもち、それら 

を日常生活に関連付けて、意欲的に探究しよ 

うとする。 

b:酸と塩基の性質を、水素イオンと水酸化物 

イオンの価数に関連付けて考察している。 

c:中和反応や塩の生成に関する実験、および 

中和滴定実験を行い、器具の扱い方や指示薬 

の選択についての知識・技能を習得し、それ 

らの過程や結果を的確に記録、整理している。 

d: 中和反応の量的関係について理解し、反応 

の定義や生成する塩の性質、量的関係、滴定 

曲線についての基本的な知識を身に付けてい 

る。  

学習状況 

探究活動 

ノー ト ・ ワ

ークシート 

観察・実験 

定期考査 

水の電離と pH  ○   

中和反応と塩の生成 

 

   ○ 

中和滴定   ○  



３
学
期 

 

酸
化
還
元
反
応 

酸化と還元  ○   a:酸化還元反応について関心をもち、電子の 

授受や酸化数という観点で具体的な酸化剤や 

還元剤のはたらきについて意欲的に探究しよ 

うとする。また、酸化還元反応の応用として 

電池や電気分解に関心をもち、電池の分類や 

具体的な電池の構造について意欲的に探究し 

ようとする。 

b:観察、実験を通して、酸化・還元の定義と、 

酸化数の定義の有効性を理解し、それらをも 

とに事物・現象の中に共通性を見出し、酸化 

還元反応として論理的に考察する。 

c:金属の性質を調べる実験を通して、基本操 

作を習得するとともに、金属の反応性と金属 

のイオン化傾向について調べ、結果を的確に 

記録、整理している。 

d:酸化還元反応の定義を理解・習得し、電子 

の授受や酸化数の変化による説明や具体的な 

酸化剤・還元剤の反応に関する基本的な知識 

を身につけている。 

学習状況 

探究活動 

ノー ト ・ ワ

ークシート 

観察・実験 

定期考査 酸化剤と還元剤 ○    

金属の酸化還元反応   ○  

酸化還元反応の応用 

(電池・金属の精錬) 

   ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


